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埼玉県の初任者研修の状況と実習体制

演習統括

各地域の
基幹相談支援センター 等

基幹設置数︓53市町村(47ヶ所）
/63市町村(R5.4.1)

相談支援専門員又は
地域の主任相談⽀援専⾨員が協⼒

東部
初任者研修

この体制を
県内4地域で整える実習依頼

南部⻄部

北部

01 演習の流れの確認

各地域ごとに演習の流れや
ポイントについて確認を実
施

02 実習受入マニュアル

初任者研修統括・現任研修
統括にて各研修の実習を受
け入れる際のマニュアルに
ついて整理を⾏い、各市町
村の基幹相談支援センター
等へ周知を実施

03 講師向け学習会

演習講師・各地域の基幹相

談支援センター・主任相談

支援専門員・地域で活動す

る相談支援実践者向けのア

セスメント研修を実施



地域別
研修

主任の
活用

実習
マニュアル

効果

●顔の⾒える関係で演習を実施
●実習だけでなくその後の相談先として基幹
センター等とつながるきっかけ

●法定研修等の講師の確保
●各地域での実習やインターバル、OJT体制
への反映

●最低限のルールの統一化
（受講⽣も受⼊側も肩の荷を降ろして）
●受講⽣との共通認識

課題

●演習講師として参加していない地域への
アプローチ

●各地域のOJT体制の構築

●『講師の実施』だけでなく地域の人材育成
の中⼼者としての意識醸成

●主任自身の継続的なスキルアップ

●各地域の取組状況について確認が必要
●実施⽅法の⾒直し等

実施後の効果と課題


